










ビデオアーカイブ

ArtDKTの協力を得て、ワークショップの様子を最大で同時に11台のカメラで撮影を行った。
これによって、参加者のテーブルトップやPC内での作業の様子、講師の動きなどが詳細に記録した。

撮影手法の構想 1 撮影手法の構想 2

テーブルトップ撮影システム テーブルトップ撮影映像

ワークショップ撮影風景１ ワークショップ撮影風景２



講師インタビュー

ArtDKTの協力を得て、ワークショップ本番の記録だけでなく、実際にワークショップを行った感想や発見、
今後の展開などについて、講師の方にインタビューを行っています。　
これらの映像は順次公開されています。

ビューワーソフト開発

ArtDKTと共同で、ビデオアーカイブの発展的な活用を目指して、ビューワーソフトウェアの開発を行った。
２０１３年度は、第一段階のプロトタイプを作成した。2０１４年度には,さらに開発をすすめ、時間軸上にタグ
情報を持たせる仕組みを実装する予定である。

インタビュー原稿おこし インタビュー映像

スケッチ 初期プロトタイプ

実働プロトタイプ 実働プロトタイプ使用テスト



今後の課題

今回、開発・実施した全6回のワークショップそれぞれについて、その内容をさらに改善させる余地がある。
そのために、写真、ビデオでのワークショップ行程の記録、講師インタビューなどが有益な資料となると考え
られる。特に今回10台以上のカメラを同時に使った映像記録については、今後専用のビューワー開発をさら
に進めて、ワークショップの振返り、評価、共有等など様々な用途へ活用していく予定である。

また、各ワークショップを他大学の授業等に応用するために、詳しい進行資料の作成や、ワークショップに必
要な部材等のキット化を進めていく必要がある。
今後これらを整備した上で、将来的にはワークショップ形式の授業で活用可能なワークショップとして、本事
業での成果を広く公開していきたいと考えている。


